
11/9(木) 5:30〜6:15 支援技術基礎技術基礎講座

単元：１．コミュニケーション － ２）人と機器をつなぐもの 〜 スイッチ適応 50分 担当：田中（栄）

目標：スイッチの役割と、導入の視点を知る。

5分 15分 15分

11/9(木)

導入
：スイッチで何ができるの？

15分 5分

講義①＋講師デモ＋全体実習
：どんなスイッチがあるの？

キーワード：バランス・調和

スイッチ適応作業では
・スイッチと操作部位の関係だけ

でなく、人と道具の関係を知る
ことが必要。

・支援者当事者の双方の言葉の
共有が効率よい問題解決方法
となる

・スイッチで何をしたいですか？
～エピソード・・

・スイッチで何を想像しますか？
→難しさが先行？

・生活の中で見かけるスイッチは？
→役割は変わらない

・臨床で見かけるスイッチの紹介
（講師デモ＋全体実習）
→おもちゃを動かしながら、スイ
ッチの特徴を知ろう！！

→各種スイッチの気づいた特徴の
紹介

講義②＋講師デモ：
スイッチを使うには？

・人と道具の関係（図解）

・姿勢と道具操作の関係（デモ）
→対象物を操作することとは？
→姿勢変化と道具操作

：課題による姿勢影響
（安定を求める代償運動が起こる）

食事摂取・書字・
スイッチ操作etc

・道具操作から要求される動作とは？

グループ実習①：
スイッチと姿勢の関係を体験

バルーンor片足立ち

・道具の位置による操作の困難さ
を体験
→視線・リーチとの関係

・道具（スイッチ）の違いによる
姿勢の影響を体験
→固いスイッチと柔らかいスイッチ
では？

・姿勢変化によるスイッチ操作の
困難さを体験
→姿勢が崩れると操作も不安定

まとめ

姿勢

リーチ 把持

視線

道具（スイッチ）

善し悪し

コスト・デザイン・流行・過去の経験
友達との共有 etc

最大限に生かされるように調整される

ビッグスイッチ
スペックスイッチ
ジェリービーンスイッチ
ポイントタッチスイッチ
ファイバースイッチ
ＰＰＳスイッチ

パシフィックサプライ社

マイクロスイッチ
メカキースイッチ
（タクトスイッチ）

オムロン・アルプスetc


